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（は
じ
め
に
）
　

　

　

　

一

こ
の
た
び
、
厚
生
労
働
大
臣
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
三
井
耕
雄
で
す
。

厚
生
労
働
行
政
は
、
大
変
幅
広
く
、
国
民
の
皆
様
の
生
活
に
密
着
し
た
分
野
で
あ
り
、
責
任

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
私
泊
身
が
先
頭
に
立

っ
て
、

「潤
い
の
あ
る
社
会

保
障
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（東
日
本
大
震
災

へ
の
対
応
等
）

先
日
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
ヾ
発
災
か
ら

一

が
経
過
し
た
今
も
な
お
、
仮
設
住
宅
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。

復
興
庁
と
連
携
し
て
、
こ
ぅ
し
た
方

々
へ
の
支
援
や
、
将
来
を
見
据
え
た

「復
興
」
に
向
け

た
取
組
を
行
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
ず
、
仮
設
住
宅
の
寒
さ
対
策
や
、
被
災
者
の
健
康
確
保

・
心
の
ケ
ア
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
医
療
従
事
者
の
継
続
的
な
確
保
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な

復
興
に
向
け
た
支
援
、
介
護
の
サ
ポ
ト
ト
拠
点
の
運
営
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「日
本
は
ひ
と
つ
」
し
ご
と
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
を
推
進
し
、
農
林
水
産
業
な
ど
被
災
地
の
強
み

年
半
以
上

引
き
続
き
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を
活
か
し
た
雇
用
創
出
や
、　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
タ
で
の
き
め
細
か
な
就
職
支
援
を
行

つ
て
い
き
ま
す
“

東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故

へ
の
対
応
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
発
電

所
で
の
作
業
や
除
染
作
業
等
に
従
事
す
る
方
々
の
健
康
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
食
品
中
の
放
射
性
物
質

へ
の
対
応
ど
し
て
、
よ
り

一
層
の
安
全

。
安
心
の
確
保
に
向

け
、
今
年
四
月
か
ら
施
行
し
た
基
準
値
の
内
容
を
丁
寧
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治

体
が
効
果
的

・
効
率
的
な
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
）

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
先
の
通
常
国
会
で
、
関
連
法
案
を
集
中
的
に
御

審
議
い
た
だ
き
、
修
正
の
上
、
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
一
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
法
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、
早
期
の
御
審
議

”
成
立
を
お
願
い
し

ま
す
。「社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
」
に
基
づ
ぐ

「社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」
も
早
期
の

設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。
社
会
保
障
の
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
、

各
分
野
に
お
け
る
制
度
改
革
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。
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（安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
構
築
）

年
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
と
二
十
五
年
度
の
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
を
二

分
の

一
と
す
る
と
と
も
に
、
年
金
額
の
特
例
水
準
を
解
消
す
る

「国
民
年
金
法
等
改
正
法

案
」
と
、
低
所
得
高
齢
者

ｏ
障
害
者
等

へ
福
祉
的
な
給
付
を
行
う

「年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
法
案
」
が
継
続
審
議
と
な

つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
社
会
保
障

・
税

一
体
改
革
の
関
連

法
案
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
早
期
の
成
立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
第
二
号
被
保

険
者
の
不
整
合
記
録
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
法
案
も
、
早
期
の
成
立
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。年

金
記
録
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紙
台
帳
と
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
記
録
の
突
き
合
わ
せ
を
進

め
る
と
と
も
に
、

「ね
ん
き
ん
ネ

ッ
ト
」
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
い
つ
で
も
手
軽
に
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
取
組
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（医
療

ｒ
健
康
対
策
）

誰
も
が
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
安
心
の
実
現



に
直
結
す
る
重
要
な
課
題
で
す
。
医
療
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
保
険
料
の
国
民
負

担
に
関
す
る
公
平
の
確
保
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
医
師
不
足

へ
の
対
応
や
、
適
切
な

医
療

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

予
防
接
種
制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
や
、
難
病
、
肝
炎
、
が
ん
、
生
活
習
慣
病
等
、
様

々
な
疾
病
を
抱
え
る
方
々
へ
の
支
援
策
や
予
防
策
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

（介
護

・
福
祉

・
障
害
者
施
策
）

介
護
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
つ
て
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を
構
築
し
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
認
知
症
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
円
滑
な
施
行
に
取
り
組
む

ほ
か
、
精
神
障
害
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
障
害
者
権
利
条
約
の

締
結
に
向
け
た
国
内
法
の
整
備
等
を
図
る
た
め
、
労
働

・
雇
用
分
野
で
の
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
禁
止
等
に
つ
い
て
も
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
人
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
制
度
の
見
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直
し
も
含
め
、
就
労
支
援
を
申
心
と
し
た
生
活
困
窮
者
支
援
に
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
の
生

活
支
援
戦
略
を
、
年
末
ま
で
に
策
定
し
ま
す
。
生
活
保
護
基
準
に
つ
い
て
は
、
検
証
結
果
を
踏

ま
え
て
必
要
な
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
等
）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
関
係
府
省
ど
連
携
し
、
先
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た

（雇
用

ｏ
労
働
対
策
）

養  全 ま  ま 子  ⌒
護 ま 力 す 保 す ど 子 子
の た で

°
育

°
も ど ど

質
｀
進 そ 所  `も も

・ 児 め の 待  子
量 童 る 解 機  育
の 虐 と 消 児  て
拡 待 と に 童  関
充 防 も 向 は  連
に 上 に け 二  三
努 対

｀
て 年  法

め 策 先
｀
連  に

ま を 進 引 続  基
す 強 的 き で  づ
°
 化 に 痢竜 洗支    く
す 取 き 少  新
る り ¬ し  制
と 組 子 て  度
と む ど い  の
も 地 も ま  円
に 方 ・ す  滑｀

自 子 が  な
家 治 育

｀ 施
庭 体 て 依  行
的 を ビ 然  に
養 支 ジ と  向
護 援 ヨ し  け
の し ン て  た
推 て

L二  取
進 い に 万  組
な き 基 人  を
ど ま づ を  進ν

す く 超  め
社

°
取 え  て

会  組 て  い
的  を い  き

-5-



日
本
再
生
に
は
、
経
済
成
長
と
と
も
に
、
社
会
が
安
定
し
、
将
来

へ
の
希
望
を
持
て
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
雇
用
失
業
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
非
正
規

一雇
用
の
労
働
者
は
雇
用
者
全
体
の
三
分
の
一
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
改
善
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
日
本
再
生
戦
略

に
基
づ
き
、
分
厚
い
中
間
層
の
復
活
を
目
指
し
、
雇
用
の
創
出

・
質
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
若
者

。
新
卒
者
の
就
労
促
進
、
非
正
規
雇
用
の
労
働
者
に
対
す
る
能
力
開
発

の
強
化
、
労
働
政
策
審
議
会
建
議
を
踏
ま
え
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
の
検
討
、
成
長
分
野

の
人
材
育
成
、

「
働
く

『
な
で
し
こ
』
大
作
戦
」
に
よ
る
女
性
の
活
躍
の
促
進
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
の
実
現
等
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
を
内
容
と
す
る

「労
働
安
全
衛
生
法
改
正
案
」
は
、

継
続
審
議
と
な
つ
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
の
成
立
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（医
療
イ
ノ
ベ
ト
シ
ョ
ン
の
推
進
、
国
民
生
活
の
安
全
の
確
保
等
）

先
日
、
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

再
生
医
療
の
実
用
化
に
向
け
て
、
安
全
面

・
倫
理
面
に
配
慮
し
つ
つ
、
重
点
的
に
取
り
組
む
ど
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と
も
に
ヽ
日
本
発
の
革
新
的
な
医
薬
品
■
医
療
機
器
等
の
創
出
に
よ
り
、
健
康
長
寿
社
会
の
実

現
と
経
済
成
長

へ
の
貢
献
を
目
指
す
Ｌ
医
療
イ
ノ
ベ
■
シ
ョ
ン
」
を
推
進
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
医
薬
品
等
に
よ
る
健
康
被
害
の
再
発
を
防
止
し
ら

つ
、
必
要
性
の
高
い
医
薬
品

等
を
迅
速
か
つ
安
全
に
提
供
す
る
た
め
の
体
制
整
備
や
規
制
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

国
民
の
生
命
や
健
康
を
守
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
等
の
健
康
危
機
管
理
対
策

に
も
万
全
を
尽
く
し
ま
す
。

援
護
行
政
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
の
遺
骨
帰
還
事
業
や
慰
霊
事
業
、
戦
傷
病
者
、

族
、
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援
策
を
き
め
細
か
く
実
施
し
ま
す
。

以
上
、
厚
生
労
働
行
政
の
当
面
の
主
な
課
題
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

他
に
も
、
厚
生
労
働
行
政
に
は
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
委
員
長

ｏ
理
事
を
は
じ

め
、
委
員
の
皆
様
、
国
民
の
皆
様
に
、　
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

戦
没
者
遺
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